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第53 回 大会〕 家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

５月13日（日）第Ａ会場　9 :00 ～12 : 00

2Aa-l ﾋューマンエコロジー思想とホームエコノミクス運動(1）

ﾎｰﾑｴｺﾉﾐｸｽ 運動とその時代一社会改良運動とﾎｰﾑｴｺﾉﾐｸｽｰ

〇香川 晴美i、 住田 和子m  （ 山゙陽学園短大、“ 藤女子大）

【目的】E.H.S.リチャーズ(1842 －1911) は、およそ １ 世紀前(1892) 、正しい生活を導< 新しい知

識体系を、エコロジー(Oekology) と命名し、健康で幸福な家庭を築くための環境科学を提唱した。本

研究は、リチャーズは何ゆえに新しい科学を提唱したのか、なぜ全ゆる応用科学のうちで最も価値あ

る学問として家政学を考えたのか、さらに彼女のヒューマンエコロジー思想はいかに形成されたか等

を、当時の時代背景との関わりで究明するものである。第1 報ではホームエコノミクス運動に焦点を当

てる。本テーマは、新しい世紀における家政学の存在意義を改めて問う試みである。

【方法】リチャーズの著した原典(The Cost of Living,  Sanitation in daily  life, Euthenics etc.) を

中心とした一連の文献研究であるが、とりわけ第1 報ではその端緒として、初期のJournal of Home

Economics  (こ掲載された彼女の著作を中心に、関係史料の精査をも並行させて展開する。

【考察】リチャーズにとって、ホームエコノミクス運動は､子どもの幸福を願ってやまない社会の浄化と

結びつ< 教育の過程である、健全な家庭生活を実現する社会改良運動であった。それは、社会に対

する責任を備えた｢善き市民の育成｣を意味した。当時の社会では、母親たちの不注意や無知のため、

子どもたちの半数が初誕生をむかえられず、やっと3 才まで生き延びてきた子どもたちの多くが健康と

いう生得権を奪われていた。尚､彼女はSanitation  in  daily lifeの中で、ヒューマンエコロジーを、

｢生命に及ぼす影響に配慮して、人間の生活を研究する科学｣と規定している。

2Aa-2 地域的防災の現状と課題：福祉時代の家政学再考（mi 報）
小川　直樹（ 筑紫女学園大 ）

目的　地方自治体の行政、財政改革がこれまでの視点を超えた構成体としてすすめら

ている。その骨子は、「社会経済情勢の変化に柔軟かつ、機敏に対応できる、簡素で効
率的なシステムの確立」を据える。その改革にむけて市民参加の各種の委員会、アンケ
ート、モニターの意見も注入されてきた。そのなかで足元の生活基盤をみなおすという

観点で、地域的防災への関心はきわ｡めて高く、政策の基本課題として位置するに至る。
方法　研究の方法は、昨年度に発表の通り。行政改革推進委員会の資料や議会の資料、

担当の部署の資料を分析した。
結果　1 ）主に大雨洪水、浸水の災害対策のほかに道路・橋・河川・街灯の整備や
交通の安全環境の確保にまで視野にいれる。多面的であるがゆえに、都市化の進行にい

かに整合性をとるか、早期対応の施策をいつ打ちだすかが重要なところである。
2 ）防災体制つくりが、机上のもめや抽象的なものではなく、具体的・実践的な基準
にあること。公園に、防災の施設や用水の用意と公園利用・用途の掲示など日常の意識

化をすすめること。ここにくらしと地域との柔軟な柑互関係が間われる。
3 ）危機管理の体制を行政自体のなかで、構造化することが課題となる。
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